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 §クルマエビ種苗生産試験

1ま.えかき

 昭和44年より出水市地先を試験漁場として,クルマエビの資源培養をはかる試みが続けら

 れその供試種苗を大量生産する試験を行なった。生産一された種苗は主として試験放流用とした。

 皿材料および方法

 採卵用の雌クルマエビは,富崎県延岡市土々呂先,出水市米之津地先で漁獲されたものを活
 漁槽で運搬し島水槽は60m=タンク10面(屋根つき,バンボーライト張り)持よび100

 がタンク3面(屋外)を使用し,ポ:/プアンプされた生海水を100目のパイレソネットでろ過

 したものを飼育水とした。第1回目と第2回目までは60〃タンクを使用し,水槽内に蛇行さ
 せたステンレスパイプにスチームを通じて水温を2る℃以上に保った。珪藻増殖のための施肥は窒

 素源として硝酸カリウム,燐源と.して第2燐酸カリウムをP3頃まで毎日添加した。その他,

 20ea,MySiS期には,醤油カス,パン酵母,アルテミアを使用したほか,pOSt-
 larVa期の期問,アサリミンチ肉と当本試の開発した養成用配合飼料をクラノブルにして

 投与した。

 皿結果と考察

 採苗は3回に分けて行ない生産された数量は,第1回,(4月17日～5月30日),124

 万尾,第2回目,(6月5日～7月27日),406万尾,第3回目,(7月28日～9月9

 日〕,591万尾,合計1,121万尾である。生産された種苗は出水市米ノ津地先に放流した。

 米ノ津地先に怠ける追跡調査の結果は別項のとお・りである。
 次に各回の飼育成績(第1表,第2表,第3表参照)をみると,第1回目種菌生産試験てば

 60"タンク8面中,一試験中断した2槽を除いた6槽のP1から取揚げ重での歩留りは54,

 9系～9.3第平均33.6第で,第2回目は,100〃タンク1面160〃タ1ノク10面で実験

 し,歩留りは42.9第～11.6第で平均25.2系,第3回目は,100〃タンク3面,60nデ

 タンク10面を使用,歩留りは28.4案～11.3系で平均20.9第であった。
 このように各回とも低い歩留りを示しているが,前年度の実験でアサリミンチ肉投与区がか

 なり低い歩留りを示したこ一とがあり,原因としてアサリ調餌にあたっての栄養源が流出し欠乏
 してしまったことをあげた。しかし今回はそれを傭う意味で配合飼料と混合し投与したが以上

 のような低い値いがでた。特に第1回目は8面中2面は実験中止,1面はゼロに等しいもので

 あった。減耗状態ぱ2面の場合Mysis後期より除々に蜷死が発生し始め,Post-Ia
 rva期に入るさいの脱皮が不完全で奇形に在って全滅し,他の1面はわずかに生残した状態

 であった。

 飼育水質であるが,水温については初期(第1回目,第2回目)の場合スチームによる加温
 のため地先海水温より,5～10℃前後アップしている。この温度上昇は直接エビ幼生にあた

 える影響はほとんどないと考えられるが,水槽内の生物とくに珪藻類は地先海水と大きな差
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 があり珪藻類の増殖ばか在り不安定そはある。PHの変化は各槽とも大き在変化はないが,
 飼育後期に宏ると投餌量の増加方とで・P・Hの低下が多少見られる。

 又,N02-Nは飼育水の換水は毎日1/3～1/5程度のため,PHの率化と同様,飼育
 後期徹箏ギ多/わて咋これば換水量の不足のほか・残飯・幼生の排地物その他有一
 機物の変敗にヰえものと考えられるが,これ≒が採苗成績を左右するほど悪い環境とは考えら
 れ広い。

 以上記述してきたと寄り,今年度の場合は,POSt-1arVa期の餌=料として,前年の.

 試験で最もよい成績をえたアサリミンナ肉と配合飼料(クランプル)を混用したし,水質環境.
 でも例年に比較してとくに悪い状態にならなかったにもかかわらず,採苗戒線が不均一で,飼';

 育水1"あた与1万雫中外の成榛宇みた例は1イ3程度にすぎない。この原因については・ふ化
 の時期によって多才9差異はあ子と専うが・今後の課題として再検討すべき問題点として・珪
 藻増殖g少率いと.苓師神的に使用する醤油粕の餌料効率を明確にすることと,早期ふ化の場合
 の異状へい死の防止珍李げられるよ'うで,とくにMySiS期からPOSt-IarVa初期
 gへい死対策は魚卵狐と同叙・・から取揚げ垂での歩留りで・“以上を示したのは・
 ・・槽中1槽を数え亭のみであ払.この生残率の向上も大きい課題として残されているよう
 で,飼育環境,飼料,病害の第生といった面から再吟味する必要がある。

担当野村俊文

松原中
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 第1表飼育水槽内の幼生数の変化{第1回生産)

          親エビ収容水槽幼生Count数(x103)P1からの歩留り

          月日尾番号容量Naupu1iusZoeaMySiSPOSt1arVaFry完
          n～

          4.174146・01.8901.8手口1,2311.107P3321619.0
          4.17415601,5051,1029ア。891P3320923.0

          4.1ア436601,134980790442P3221749.O

          4.1ア427602,6122.3321,260435P3123954.9

          4.1ア418601,0731,0537ア9605P3228947.O

          4.19339601,8632,0331,124フ20P29一一679.2

          4.19401602,1011,793780570P一・

          4.194210601.8631,9431,082750P一i

 第1表ii  投餌量と水質

             目(9)(9)(9)(9)水温(℃)PHN防刈PPM)
             水槽mアサリ肉配合飼料アルテミア醤油カヌ最高最低平均最高最低。平均最高最低

             426,0705,5353,9401,77630.220.32ア.78.457.968.18O.067O.001

             524,0606,3753,9401,53229.220.126.88.397.90一8.13O.070O.002
             621,3905.8852,61076429.720.O27.98.407.958.18O.08る0.002

             718,7705,0552.3501,88529.920.226.48.427.968.19O.063O.002

             823,8906,2853.19096330.82口.127.O8.498.008.20口.079O.003

             912,5503,1051,5101,67830.O21.32ア.08.407.998.190.086O.005

             1一一一一30,226.028.28.388.088.21O.069O.005

             10一・一■28.925.427.58.328.118.19O.042口、O04



 第2表飼育水槽内の幼生数の変化(第2回生産)

          親エビ収容水槽幼生Cowre数{x103P1からの歩留

          月日尾番号容量NoupuliusZoeaMySiSlPost1arvaFry第

          6.53116帝4.2053,5312,220966P4914815.3
          6.5302604.5093,フ862,7211,365p432762口.2
          6.6333603,1662,302637600P4118631.O
          6.6334602,2882,1371,261990P4223924.1
          6.6335603,5933,30口1.ア551,609P4269142.9
          6.7416605,8052,4854,4723.195P4144613.9
          6.7417602.5782,1941,1001,155P4145038.8
          6.6328603,4493,6061,1521,457P4225817.7
          6.6329602,2751,7“1,1111,125P4224ア21.9
          6.63210603.3823.2551.1011,174P4223011.6
          6.103711004.6924,4883,5632,244P,089139.7

 第2表ii  投餌量と水質

             目㈹(9)(9)(9).水温℃)P・HNα一NPPM)
             水槽焔アサリ肉配合飼料アルテミア醤油カス目一』取局最低平均最高最低平均最高最低
             0124,6009.2401,0708,59829.226.428.48.187.808.02O.5260.002
             226,90011,2831,5207.60830.026.O28.38.187.757.96口.5500,001

             328,43011,6121,0204.15929.826.628.48.407.71ア.97口.215O.002

             431,35012.6021,6405,58930.926.628.78.197.697.910.9170.002
             536.24016.0103.5506,20031.026.828.38.167.707.92O.587口.001

             628,65011,0153.0609,01130.226.628.48.257.807.970.6660.004
             733,15012.0481,6605,65730.026.628.58.277.828.010.8400,004

             827.250ア,4361,7206,83730.026.728.48.227.808.000.6770.002
             933.8109,95る1,7106,0943口.626.628.78.247.808.011.2480.002
             1029.1508.6532.4759.52530.026.8             1OOm-128.28.22ア.767.92O.744O.002             38.22510,8804,9006,95028.622.225.88.62ア.65ア.960.040O.003



 第3表飼育水槽内の幼生数の変化(第3回生産)

          親エビ収容水槽幼生Cowrt数(x103p1からの歩留り
          月日・尾番号容量Na岬u1iusZoeaMySiSPost-arvaFry第

          〃
          7.283511005,3854.6503,4843,078P4178022.1
          7.283421003,2343.2342,8382,667P4130011.3

          7.283431002.8032,8032,ア502,444p416702ア.4
          ア.29291602,6462.6462,4092.417P3329012.0

          7.292826C1,6561,6561,3831,299P3321016.2
          7.29283602,4842.4841.8672,034P3354026.5

          7.29284602,0ア92.0791.9461,904P3354028.4

          7.30325601,7481,7481,ア641,832I〕3357022≡4
          7.30326602,4602,4661,3362.333P3230012.9
          7.3125ア602,6002.6002,2671,890P3149025.8

          8.229・8601,8911,8911,5192,026p3053026,2

          8.2319601,2661,2661,3831,485P3028018.9
          8.22510601,5841,5841,1971,860P3041020.O

 第3表ii  投餌量と水質

             目(9)(9(勿(9)水温℃)PHNα二NPPM)
             水槽藺7サリ肉配合飼料アルテ～ア醤油カス最高最低平均最高最低平均最局最低

             I

             1・4,8604,3203,35029.625.42ア.68.59フ.757.890.108O.003
             256.9506.6704,2402,80029.525.327.68.737.797.920.1180.003

             360〃1129,350O,1304,2602,62029.425.427.78.72ア.808.190.0590.006             48.5507354,5302,82029.826.928.28.507.708.06O.6590.005

             249.6006753.26口1,41029.627.028.28,567.928.12口.335O.008

             330,フ508.8953.6802,64029.827.228.48.607.718.010.6190.005

             432,O009,1553,7002.42029.72ア.028.88.59ア.アO7.980.6890.008

             52,2508,8553,1ア01,94029.727.428.68.537.758.030.2200.005

             61,95口8,9502,9201,59口29.527.028.28.497、ア88.100.3000.006

             71.5008,9602,2502,87029.427.228.28.407.ア98,10O.3940.006

             8一9,4053,7アO2,25029.327.228.28.457.798.070.545O.005

             9一9,3653,8001,ア7029.327.228.28.447.788.04口.594O.004

             10一9.6453.7902,02029.427.128.28.467.798.11口.500O.004



 §トコブシの種苗生産試験M

 前年度に引き続き,人工採苗の合理化,量産化を目標に採苗試験を実施し,次のような結果を

 えたので報告する。

 一材料と方法

 採卵に用いた親貝は,昭和47年8月4日から同年9月21日までに庄多町大泊と西之表戸
 浦E日地先で採取されたものの中から,肉眼で生殖巣の発達したとみられるものを表1のとヵり

 選び出し,垂水増殖センターに搬入後,屋内の冷却水槽と野外の12〃のコーン、クリート水槽に
 て養生後,適宜抽出供試した。

 表1.供試貝の採捕状況

       選別員数
       採捕月日場所採捕員数摘要

       総個数雄雄

       47.8,4庄多町大泊地先1ア8ア82157殻長4.8～8.7己例

       ルg.1西之表市浦日ヨ〃1,026428144284

       .12庄多町大泊〃1,354449185264

       .21西之表市浦田"1,222697236461

       3,7801,6525861,0“

 産卵誘発～採卵,ふ化,並びに幼生,稚貝の飼育は前年同様方法によった。

 皿結果と考察

採卵

 採卵は,全て干出と温度刺激によって誘発をはかったが,この実験例を表示するξ,表2の
 と怠りで,9月9日から10月30日ずで25回行ない,このうち14回受精卵をえられたの

 で,これを採苗用の野外のコンクリート水槽7〃1O面,10〃10面,屋内のコンクリート

 水槽1～3〃10面に順次収容し,ふ化飼育を行った。
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 表2.温度刺激による産卵誘発実験例

          年月日水温           干山気温放卵重での時間受供試貝          精♂旱採卵          当初水温加温♂(時分)旱時分)

          47,9.92ア.3万粒          31.826.8一04-50.18100

          〃9.122ア.228.624.003-0007-OO十一24123160

          〃9.1326.829.624.6一一29240

          〃9.1726.330.7'36222.

          〃9.18

          〃9.22

          〃9.2326.432.026.802-0803-35十36218160

          〃9.2525.330.021.202-15`26214

          〃9.2624.629.420.202-0005-06十391ア932D

          〃9.2723.629.513.8O、一1504-25十82224240

          〃9.2923.428.420.8十80220840

          〃9.3024.129.818.201-4502-05十90340360

          〃10.224.329.923.400-4501-OO十9443080

          〃10.324.829.422.703-3005-40十94455640

          〃10.423.629.920.6・24455

          "10.523.528.521.403-00'25318

          "10.723.428.622.502-50'34133

          "10.1123.521.123.704-2005-20十82274600

          "10.1223.129.620.4'81211

          〃10.1325.028.617.402-3005-00十78240160
          〃10.1623.228.821.103-00C4-50十78281480

          〃10.2422.032.016.304-1706-30十88265

          〃10.2722.228.216.0一125218

          〃10.2822.029.ア19.402-0005-00十60127360

          〃10.3022.123.000一一2000-40十5012080

採苗

 昭和4フ年9月9日から10月30日までに採卵ふ化したトコブシを7〃バ2.0x3.5x1.O

 m)10面と,10m・(2.OX3.5x1.5-m)10面,1〃(1.0x1.5x1.0m)4面12〃
 (1.5x1.5x1.0m〕3面,3〃(1.5x2.Oxl.0m)3面で飼育し,昭和47年12月20

 日から昭和48年4月20日までに放流種苗として取り揚げを終るIまでの各水槽毎の採苗数を計

 数した結果は,表3のと治りで,これを各水槽別に単位面積当りの採苗数で比較してみると,最
 も採苗成績の良かったものは,10〃一筋7で11,562個,〃当り1,652個,最も少ない水
 槽では,7〃ト庇10で4,038個,1㎡当b577個,さらに総体平均の1〃当りの採歯数
 1,062個,全採苗数で152,000個と在り,昨年度の採苗成績1nタ当り1,b81倒採苗総
 数176,800個には及ばなかった。

 これまでトコプシ採苗方法の合理化,省力化をはかるために,屋内重たは,野外を問わず,予
 め水浴させたポリ袋の水槽中に受精卵を直接垂下収容し,この中でふ化させ,さらに放流種苗と
 してとり揚げるまで同一水槽中で一環飼育し採苗することを継続試験してきたが,これまでの結

 果から,この方法で採苗可能なことが立証され,今後の量産化えの明るい見透しと,さらに飼育
 の管理(初期餌料と水質等)の改善と早期採卵をはかることによって一段と生産性向上の期待が

 もてるようになづた。
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        水槽番号種苗生産数殻長        最大最小平均取錫月日採卵月目摘要
        7〃～11,75515.已4.78.347.12.17        4,97227.62.29.248.4.1247.9.12～〃9.27
        2.=46410.94.26.247.12.15        3,81326.611.03,348.4.12〃9.12～〃9.27
        31,95012.36.78.747,12.17        2.ア262ア、56.516.448.4.12lll㌶
        453610.34.66.447.12.18〃9.29

        5,47828.39.321.648.4.13〃9.29

        52247.34.55.747.12.18〃9.30

        6,21ア22.39.o15.848.4.13〃〃

        62358.85.3フ.O47.12.18〃10.3

        6,68023.72.312.O48.4.13〃〃

        73387.34.55.747.12.18"〃
        5,59521.ア11.O16.448,4.14〃"

        8j35.i一47.12.18〃〃

        5,66822.84.312.148.4.14〃〃

        9125一i.47.12.18〃〃
        4.58ア25.211.21ア.548.4.14〃〃

        1065i一一4フ.12.18〃〃

        3,97326.39.317.748.4.14〃〃

        10〃デ18,81225.111.318.148.4.16〃10.11

        2ア,25923.31口.715.6〃4.18〃〃

        39.7081ア.33.B10.4〃〃〃〃

        410.45021.74.510.3〃〃〃〃

        59.61225.33.211.3〃〃〃〃

        69,18619.ア3.79.4〃4.19〃〃

        フ11,56226.フ5.113.2〃〃〃10.13

        810,81323.25.712.4〃〃〃10.16
        98.61619.76.212.6〃4.20〃〃

        107,25925.412.017.ア〃〃〃〃

        1〃117021.45.610.948.5.234フ.10.2
        10.28

        2I18024.26.714.9〃〃1口.30〃
        10.28

        563621.O6.212.8〃〃10.28
        651323.64.914.6〃〃〃

        2n～52725.16.314,548.5.4〃
        64221.26.316.2〃〃〃
        ち13428.99.316.2〃〃930
        3材2381.一一48.5.109.29
        4525一一一〃〃9.29

        9.30

        5629・一一〃〃9.29

        9.

        百52,O00

一729一

担当山

神

口昭宣

野芳久



 §クロアワビの種苗生産試験M

 前年度に引き続き,放流種苗の大量育成を目標に人工採苗試験を実施し,次のよう宏結果をえ
 たので報告する。

 一村.料と方法

 採卵に用いた稚貝は1前年慶から繰越した…個(雄:.?・個・睦1・ク個一〕.の貝と・昭
 和47年11月17日に上甑村浦内と里村皐地先で採取されたものの中から,雄80個,雌
 123個を選出し,垂水増殖センターの屋内の1.5〃冷却水槽4面と,野外の12〃コンクリ

 ート水槽2面にて蓄養後,適宜抽出供試した。

 産卵誘発～採卵・ふ化並びに幼生～稚貝の飼育は前年同様方法によった。

 皿結果と考察

採卵

 子出と温度刺激による産卵誘発実験を昭和47年11月20日から12月26日量で,表2

 のと掠り15回実施した。

 この結果,11回受精卵が得られたので,これを採菌用の野外のコンクリート水槽12〃

 18面と,屋内の1～3〃水槽8面に1噴次収容し,ふ化飼育を行った。

 表2.温度刺激による産卵誘発実験例

          年月日水温干出気温放卵までの時間受供試貝          }

          当初水温加温♂僻矧♀僻矧精♂♀採卵
          万粒

          47.11.2020.624.321.000-50十208016D

          "11,2120.225.811.1・2080

          〃11.2419.324.612.4`20100

          〃11.2518.423.68.902-0502-35十1260160
          〃11.2818.825.711.900-4002-30十16120400

          "11.2918.825.28,601・1502'05十2412076P
          〃12.317.424.810.802-10一20100

          〃12.4、7.525.210,O01-5503-55十一24120720
          "12.518.127.6・24120

          "12.1416.324.85-4口1-2004-45十2012044口
          〃12.1517.225.911.601-3002-45十24120200
          "12.1817.228.502-1506-40十2412080
          〃12.1916.625.89.602-1005-50十2412080
          〃12.2517.727.502-OO06-20十168040
          "12.2616.826,512.902-3005-30十84040
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採菌

 昭和47年11月20日から12月26.旦叩に採卵ふ化したク㍗ビを一2州ZOx
 4.Ox1.5m)20面と.3〃(1.5ジ2.OxギOm一)4面,一1〃(1,Dx1.5x1.0m)4面
 のコンクリート水槽にて飼育し,昭和48年5月29日までに放流種苗として取り揚げを終る童

 での各水槽毎の採苗数を計数した結果は,妻3のと狩りで,これを各水槽別に単位面積当りの裸
 一笛数で比較してみると,最も採苗成績の良かったものは,12〆一κ19セ24.5-81個,対当
 りで3,072個,最も少ない水槽は,12〆一花2で4,842個,〃当ク60-5個,さらに,総
 体平均では,対当りの採苗数1,864個,全採苗数では273,000個と在り,昨年慶167,400
 個,1〃当り1,015個に比較して,一段と生産性の向上がはかられた。

 過去2ケ年の採苗試験の結果から,孕在の採苗方法牢,量産する上で非常に能率的牟つ経済的
 であることが立証されたので,この上はさらに,飼育環境(餌料,水質等)の整備をはかること
 によって安定した計画生産が期待出来ると考えられる。

        水槽番号種苗生産数殻長        最大最小平均取掲月日採卵月日摘一要
        12〃110,53821.77.114.748.5.191.

        4ア.12.4

        〃24,84217.16.o12.2〃〃〃

        〃310.66119.93.410.7〃〃〃

        〃410,77120.53.612.9〃〃"

        〃514,21520.76.012.5〃5.411.25
        12,4

        〃613.69122.37.413.4〃5.5.〃

        〃712,85420.6.5.612.9〃〃〃

        〃88,01314.75.88.8"5.13〃

        〃1114,61516.24.110.4〃5.74ア、11.29

        〃1215,60026.13.011,7〃5.7〃

        〃1316,69215.75.610,7"5.13〃

        〃1417,39318.57.412.5〃5.9〃

        〃1517,891.23.06.714.6〃5.9〃
        〃1618.37プ22,14.312.6〃5.21〃
        〃1721、ア6616.87.313.4"5.2347.11.28

        〃1820,96919.16.812.5〃5,29〃

        "1924.58129.32.820.6〃5.29〃
        "20150-1026.39.416.9"5.28〃

        1〃11,07112.35.38.3〃5.1947.12.15`
        242214.37.110.8"5.23〃

        562612.ア5,89.9〃〃〃

        639025.ア13.718,0"""

        3〃139513.26.013.8〃〃47.12.14

        28214,O6.510.3〃〃〃

        31.668         (240)12.34.O=,11.1〃5.1012,184ア.12.26
        51355一11.85.3ア.8〃〃〃

        計273,OOO

担当山口昭宣神野芳久
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 §.クルマエビ集約生産試験w

I'まえがき

 46年度末までに提起された問題点として,①ダニ・ク上屋,②底面勾配,③注排方式
 ④タンク水深,⑤病害などがあげられるが,今年度は,これらの問題点を改良したタイフ

 の円型タンク{屋外)を建造し,旧タノク(励1,屋内〕と新タンク('舳,屋外)との比較
 を試みながら,年2回生産のパタrン解明についての試験を行った。な姦,第1回養成試験の

 場合は,予想生長曲線を下廻ったため商品サイズに達しないうちに中止した。

田方法

 1)試験期間:第1回養成,昭和47年4月25日～9月13日。第2回養成,9月16日～

 48年7月8日。一.
 2)タンク規模と構造:砺Iは前年度と同じ。m皿は水深2.5m,直径23m,有効底面積

 400〃と規模はκ1と同じ。構造は,二重底流水式とし,底面傾斜は中心部が高い逆傾斜
 とし,排水方式は中央排水と砂通過排水の2系列とした。砂の厚さは8～10㎝

 。な塩・第2回養成の底砂は・第1回のものをそのまま連続して使用した。

 3)注水:タンク上部に差渡したパイプから生海水をシャワー方式で注水した。注水量は砺1

 は1.4"/分,花皿は2.9材/分である0
 4)飼育水回転速度:シャワー角度の調節によった。

 5)水温制御:励Iは500K温水ボイラーによる間接加温,m皿は加温せずに自然水温。

 6)水質観測:毎日午前9時,水温,PH(飼育水と底砂),N02-N.

 7)投餌:日没時にタンク周囲から1日1回散布,配合飼料は,K16,K2o,一K20-R,

 K21,K1竈,K15-R,H101,H-01-Rの9種類。

 8)成長と歩留:10日毎に,200尾前後を採取し,体長と体重を測定。坪刈は任意に50

 仰角枠で,20点を潜水計数。

 9)取揚げ1電気網と床堀りによった。

 10)出荷:前年度と同レ

 皿結果と考察一

 各養成試験の結果は,第1為第2表に示すと参りである。

第1回養成

 1)早期種苗:鹿児島に沿いて年2回の生産を達成するためには,早期種苗が必要と宏る。
 このために3月初句にふ化した幼生を用いたが(P30),種苗生産水槽では26℃以

 上に加温してい先ものを,養成水槽では自然水温にした走め{20℃以下),初期成長

 が悪く,予定した成長曲線を得るにいたらをかっ走。つまり,4～5月は鹿児島に古い

 ても,初期の手ビの成長にとっては,通水温とは凌らないようである。

 2)成長:6月初句・砺一のものは平均体重1.27・9,焔皿がO.339であ一〇たものに対
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 して,8月下句(80日後)には協1が・7,929,m皿が7,679と大差がなくなうて

 いるが,この間は同一の飼料で水質も大差在いところから,この両者の成長差は屋内と

 屋外,注本量の差の2つg影響によ.るものと考えられ・とくに天然餌料の増殖の差が成
 長を大きく=左右したと思う。

 3)歩留:取場げ時て泌1が7.9完に対して,堀田が59第と低目になっている。これは
 κ皿が種苗を5月1口日と29日との2回に分けて収容したために,この時間差による

 サイズの差ヵ三歩留を悪くし,5月29日に収容したものの歩減りが大きかったためと考
 えられる。

 4)増肉係数(FQ):庇1では平均体重2.69(6月24日)までは正常な値を示した
 が,その後K16からK20に転換してから増大しはじめ,高水温期の8月中旬に律9.1
 まで増大した。このために終了時には5.06と異状に大きな値となった。m1でも平均

 体重2.79(7月5日)までは正常であったが,やはり,KloからK20に転換後は異

 状に癌加し,同じく高水温期には,10.9・まで増大した。このために終了時には5.00
 と在っ淀。な寿,κ皿の歩留が砺Lよりも悪いのにもかかわらず,FQが低くなうてい
 るのは,天然飼癖の差ではをいかと考えられる。いずれにしても飼料の性能は,高水温
 期即ち摂餌量の多い時期には予想以上に大き在差となって表われて来るようである。

第2回養成

 1)越冬養成:第1回養成終了後,2日おいて,直ちに第2回養成を開始したが,鹿児島

 に存いて,9月中旬開始の養成で,4月末に209重で成長させ得るかに主点を巻き,

 必1は125尾/〃,κ皿ぽ225尾/〃と密度をかえ,κ1ぱ12月初白ぶら終了時
 まで加温したが,3月末で平均体重10.29にすぎ衣かった。励皿では3月末子89と
 なり6月末で189と,当初予想よりもかなり遅れた。これは配合飼料の組成が悪かっ

 たためと考えられ,Hlo1に転換後は水温20℃前後でも,10日間で1.39程度め成
 長を示した。次年度に沿いでは,このH101と同じ効率の飼料で,再度試験を行なう予

 定である。

 2)成長:加温開始の12月5日・までは砥皿の方が・収容密度が高いのにもかかわらず1

 よい成長を示したが,冬期に入り,水温が20℃以下を示す頃からは,加温した作1の
 方がやや良くなうている。しかし,水温の上昇期に入うた4月中旬頃から,成長も上向

 きとなり4月～6月の3ケ月間で109の成長を示した(砺皿タンク)

 3)歩留=3月末取揚げを行ったκIは69.3弟を示し,年度繰越し養成した彷皿では5

 月中旬67.9系と牟り,いずれも80第以上の期待ははずれた。この原因として考えら
 れることは養殖種苗の資的なことと,配合飼料の餌料効率の2点であろう。

 4)増肉係数(FQ):取揚げ時で,花1は字,58,庇皿は2.78とかなり高日にでてい
 る。しかし庇皿の場合には6月中のへい死数を補正すると2.59となり,ほぼ〃Iと同

 じ値とをってくる。また,κ皿ぱ4一月1亨目からH101に転換したことにより,それ以
 降のFQは2.23となり'当初予想した数値になった。それまでの(3月上句)FQが

 3・08であうたことからみると・約25亭減と養って飼料コストを計算する場合は・単
 純に安けれぽよいと云うものでは在いよ,字である。
 5〕異状へい死:κ皿では48年5月下句から,鰯黒変によるへい死が発生し始めた。こ
 れはFusa1iumSPによる鰯黒症とはことなり,鰯菜の一部先端から黒変し,

 波及的に拡大して,後に全体が黒化して死にいたるもので,発症機序やその原因等は今
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 のところ,全然わからをいが,臨床的にフラニ/剤による薬浴を試みたところ,大量へい

 '死には至らなたった。

 室内タンク(κリと屋外タ:/ク(砺皿)との差異

 1)成長:注水量と光線量の差が,水質掠よび天然飼料の差と在り,当然のことながら,

 注水量の多いしかも・餌料生物増殖の多い屋外水槽の方がすぐれている。

 2)歩留:収容密度が異在るために判然としないが,両者とも稚えびを放養当初の歩滅り

 が太く,しかも配合飼料の質もかなり影響するようであるが,両者間には大差はみられ

 な戸。150尾/㎡程度の養殖密度でも,19から209までの歩留は80第以上は期
 待できる。

 3)増肉係数:成長率と同様%皿の方が良い値を示しているが,これは配合飼料に不足し

 ていると考えられる微量成分が,天然餌料によって補充されたためと思われる。しかし

 両者間には極端な差はない。

 4)底面傾斜:%皿は予想ど怠り,外周部の砂の移動はほとんど危く,取揚げ時までに問

 題は在かったが,焔iは外周部の砂受網が露出し,途中2回,新しい砂を補充したが,

 それでもな拾不足しがちであった。

 5)アオノリ類:κ1は砂の表面及びタンク壁面には付着珪藻の着生のみで,アオノリ類

 の生育はほとんどなかった。それに対しm皿の場合は付着珪藻のほかアオノリの着生も

 多いが1砂表面に着生伸長し始めた了オノリ類は・流速を調節することによって自動的

 に駆除できた。

 6)生産量:第2回養成の栃皿を除いて,全て商品サイズに達しないうちに中止したため

 に,充分宏成果が得られなかったが,協皿だけは平均体重18.29の取揚げ時で帆015

 畑を生産し,2.5切/〃の目標は達成された。
 企業化にあたっての問題点

 1)陸上タンクでの養殖パターン:企業化のモデルタ;ノクである。舳の場合をみると冬期

 水温ば20℃以下の期間が11月中句から4月下旬までの約5ケ月半,17℃以下の期

 問が12月下句から3月下句まで約3ケ月間あって,現在一までに開発されてきた養成方

 式狩よび技術では,同一養成タノクで,年2回の生産はむずかしいといわねぱならない。

 そこで当面の間,次の3通りのパターンが考えられる。

 ①第1回養成を中間育成した2～39の越年程菌を用うることによって,8月末.まで
 に終了し,第2回目は9月～4月までの年2回方式』

 ②年に1・5回,つまり,2年に3回の生産方式。
 ③従来の養殖法のように,年1回方式。

 このいずれの場合でも一長一短あるが,これは養殖経営を進めていく過程で,おの
 ずと確立されてくるものてあろう。

 2)適正な養殖規模:この鹿児島方式にお'ける養殖法では,設備投資にか在りの経費が必
 要となるが,投下資本に相応する利潤をあげるための適正規模は軽々しく速断できない。
 とくにクルマエビの市況は変動が大きく,相場の高い時期ぱ2月中旬から5月中旬頃重

 でである。い一まかりに,1日200切の出荷とした場合に,月間24日間の出荷で,3
 ケ月てば,ア2日間となり,約15トン程度の量と在り,年50トンの生産量では相場
 の安い時期でも出荷せざるを得ない。しかしその反面では,経営規模の大小を間わず基
 本的に必要な諸設備や労働力凌どの点からみると,大規模経営の方が有利となってこよ
 う。いずれにしても,エピ商品の特殊性,資本の償却負担能力,技術の巧拙,労務管
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 理等が複雑にからみ合うているので・今後の検討課題にしたい。

 ・)養成密度の限界:これは企業化の場合に・養殖場の敷地面穫シタン柚積,揚水餓との
 生産コストに大き在影響を与える要素の一つア多る。今回の試騨では弓雫揚げ時で,第
 1回春鰍1が119尾〃(州・雌1で一・・尾(..・・)・第・甲養成別が1・・
 尾(109),m皿で139尾(18・29)となったが少左くと毛第ゴ回牽成に存いて
 は,125尾(209),第2回養成では150尾(2d9)の仕上クは充分に可能で
 あると一考えられる。

 4)換水量:現在の設計基準では,1日タンク容量の6倍の注水量÷し≠いるが,これは
 収容密度,エビの大きさ,水温在とによって当然変化するものであうて,この目安とし

 ては・水質{PH…a・OくN02-N…皿01PPM〉)の変動午よ久住卒量を増減
 すべきと思うが,発育段階別あるいは,時期的な換水率は,今のところ明確に提示する

 ことばでき在い。

 5)飼料:本場調査部にないて,さらに高性能,低価格の飼料の開発について研究中であ

 るが,実際にフィールドで使用する場合には,その性能は,水温,収容密度,エビのサ

 イズ,注水量,天然飼料などによって、同一飼料でもかをり変動することにより,その
 相対価格も自動的に変動してくる。.例えば,1畑当り750円の餌料単価で増肉係数

 2.2のものがあるとすると,エビ1初当りの餌料費は,1,650円とたる。しかし,増

 肉係数が2.6となると,飼料費は1,950円となり,このために餌料単価が1畑当り

 140円近く高くなることに在る。つまり,1初当り635円以下重で安くし在いと同
 一の餌料性能とはいえ広いことになる。を卦現時点の飼育中に存ける問題点としては,
 高水温時の増肉係数の増大と体色の発現不足との2点があげられる。前者については,

 水質との関連性もあり,今後,改良されると考えられる。後考は天然色素を飼料に混入
 することにより,かなりの色付けが可能となうているが,高価在のが難点である。した

 がって,冷凍オキアミを使用するのも一つの方法であるが,その飼料性能が非常に悪い
 箏と水質を汚染する点で,高水温時の使用にぼ疑問が残されている。と同時にオキアミ
 自身の不漁の年には,畑あたり100円以上に高騰し,クルマエビ飼料として安易に使

 用でき広いことも生じている。

 6)投餌1当セ;/ターの40g〃タンク(径23m)程度までは,人力で周囲から散布す
 ることによって1底面積の80第までカバーできるが・1,000〃タンク(径36m)

 などの大型になると,人力散布てば50第しかカバーできない。したがって,配合飼料
 の特性とエビの索餌活動からみても,より有効な方式として,投餌機による全面散布と

 考慮し広けれぱならない。

 ア).病害:陸上水槽内で濃密養殖するにあたって今まで確認された疾病として真菌による

 嚇黒症,病源性細菌による内部疾患,細菌性によると思われる鰯くされ症の3つのタ

 イプが発生している。今後,さらに養殖が進展するにつれて,新しい病害が発生する

 ことば充分に予想されるので,予防または治療対策を確立すると同時に,、日常のエビ

 健康診断方法も早急に開発すぺきであ私

担当藤田征作野村俊文

瀬戸口勇茂野邦彦
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第1表一1  砺1(室内)タンク養殖試験経過

                ①②(3二④⑤⑥⑦⑧⑨⑲.⑪⑫
                目水温℃N①一N岬m成長尾数総重量増重量一投餌最増肉係数日間歩留一配合餌二                月日最高最低平均最高平均摂餌料κ備考

                9尾佃
                M-25O.05フ60.0003.47P3050案

                V-520.O19,319.6O,070.003O.0714.5(0,71)(43)風6

                V-1521.219.620.4O.030.0030.2920.5(1.58)(1ぺ)〃
                V-2520.318.519.3口.050.0030.6228,6(1.45〕8.7)〃

                M-421.口19.119.9O.03O.0011.2735.フ(034)5.5)〃

                M-1421.8.20.O21.1O.050.0031.9043.8(1.21)4.3)〃

                1.9052,500997596.28143.1(1.49〕87.5

                M-2424.223.323.1o.04O.0032.5958.8(1.68)5-9)ふ6

                ㎜一425.423.924.50.050.0053.50104.5(2.59)ア.8)K20

                w-1427.725.826.ア0.080.0054.71173.O(2-97)8.O)"

                4.フ148,200227.O223.53479.4(Z14)80.3
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 §クルマエビ種苗放流追跡調査w

 本調査は,クルマエビ栽培漁業の振興を目的として,県下唯一のクルマエビ漁場として知られ

 る八代海を対象に,昭和44年から毎年1千万尾台の種苗を出水地先に集中放流してその生産効

 果を調査しようとするものである。効果については,技術的な知見を集積し?つある現段階のな
 かで,試行錯誤約に放沈し,最終的には漁獲数量の変動によって判断する方法によらざるを得な
 いが,近年漁獲数量は大幅に増加している。
 本年度は技術的庄問題として,囲い網育成中の減耗と有効放流数の把握,並びに前年度に引続

 いて標識放流による移動と生長を,養殖エビと.天然エビの両方から検討した。

1調査方法

 1.放流場所:出水市福ノ江東干拓地先

 2.牧師種苗:種苗は当増殖セノターの種苗年産試験で得られ走B.・L9.0㎜～20.0㎜のも
 ので,6～8月の間に3回に分けて囲い網中に放養し走。

 3種苗輸送=種苗はズック製1トン活魚槽て酸素通気してトラック輸送した。所要時間は
 3.5時間で,最大収容密度ぱ1トン当り110万尾であった。

 4。囲い網保護育成:囲い網は前年同様,モシ網(4x4,24g径)の1,600〆を3面使
 用した。保護育成期間は15日間,収容密度は500～1,000尾/〃を華鰺にした。囲い
 網の審魚駆除にはゲラン粉末(ロテノン含量3案)を囲い網内水量の2PPmの濃度で使用

 して行なった。

 5.計数方法:囲い網内の収容時と囲い網撤去による放流時の尾数の計数法は次の方法によっ

 た。先ず,種苗生産タンクからの取揚げ数,すなわち輸送尾数は取揚げ走種苗をその都度

 204ポリバケッに収容し,これから水量換算し走。次に,囲い網内の放義時と放流時の尾

 数の計数には50c珊x50㎝x'5㎝立方の網枠をつくり・これを囲■網中に設定して坪刈りし
 'こ計数した。坪刈りは1,600〃デ網内に42点の調査点を同心円上に設定して行ない,それ

 ぞれ4i同心円帯の面積に対して尾数換算した。

 ろ.漁獲統計:漁獲物の魚体測定によって漁獲教皇から漁獲尾数を換算した。ま先,月別漁獲

 数量は水揚げ伝票から整理した。更に,エビ漁業者を司象に漁獲目詰の芦己帳牟依揮した。
 ○これら資料については未整理である。

 7.標識放流:天然エビと養殖エビを材料に標識票を装着して放流し,漁獲物として再捕され

 たものを漁協で回収し記録した。標識票の装着法は前年同様の方法を用いた。

 皿結集および考察

 1.囲い網保護育歳と放流
 囲い網に怠ける育成結果を表1に示した。Iまた,種苗生産タンクの取揚げ尾数と囲い網収

 容当初の尾数・更に囲い網撤去時の尾数することによって放流までの準耗を調弁した。その
 結果を妻2に示した。しかし,方法の項で前記したように取揚げ時と囲い網中の尾数では計
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 方法が琴たるので,両者間には当然計数誤差が生ずるであろうが,今回はこれらを考裏せず
 に,結果を考察した。すなわち,47年度の場合,生産タンクから取揚げて輸送し,囲い網
 に収容したところ,第1回目は80系の歩留りであったが多くは38～55第の歩留りであ
 り,取揚げから輸送による減耗や囲い網収容直後の減耗が極めて大きいことがわかった。更
 に,その後12～13日間囲い網中で育成し足ところ,40～50第が更に減耗し走。これ
 ば取揚げ時の尾数に対して14～34第の生残率に在る。これらのことから本年度の放流尾.
 数を推定すると,先ず,囲い網に放養した1,120万尾の種苗は囲い網の収容直後に610
 万尾に減耗し,更に親い網内の育成中に減耗して2ア5万尾になり,これが本年度放流され
 たことに在って,輸送から放流までの過程中に多くの種苗が減耗したことになる。しかし,

 現実として輸送から囲い網への収容i直後に40～50第の繁拝がみられた事はなかっ走し・
 又,尾数の計数法にも若干問題があるにしても,生産水槽の取揚げから放流意での初期の段
 階で相当の減耗があるのは事実のようで,囲い網中の保護育成技術の開発とともに囲い網に

 よる放流法にも根本的に再検討する必要がある。
 一方,これまでに解明された稚エビの生熊的特性について倉田一2は,体長1㎝位までは生熊
 的に変動のはげしい時期,3㎝以上が安定期,その間は移行期とみることができこれを稚エ

 ビの生活様式からみると,1㎝位重での浮遊期11～3㎝までの底棲生活への移行場3㎝
 以上の安定した定棲生活期と対応してみることができるとしていることから放流種苗として

 利用している1～3㎝の稚エビは移行期のもので,生熊的にも不安定在時期に国い網などの
 方法で保護育成していることは生物学的にも当を得ているといえよう。従って,今後の課題

 として,先ず現方式の中での歩留り向揚の技術を目標とし九努力を積む必要がある。この初
 期減耗要因を解明することが生産効果人の第一歩であると考える。
2.生産効果

 出水地区に穿ける経年のくるまえび月別漁獲数量の変動は表3に,着漁船数の変動は表4
 に示した。放流を始めた44年以前の月別漁獲変動は例年6～8月に盛期があり,多くは

 10月一杯で終漁していたが,45年,46年には漁期が更に延びて11月までとなっ走。
 更に47年には11月までの漁期の中で特に4～8月にかけてかなりの好漁がなされ,前年

 よりも盛漁期が早くなり,長期に渡るようになうた。そして,水揚数量は前年よりも更に
 1.5トン増獲されたことになり,これは45年の2.5倍増に相当する。
 このように好漁期が春先に移行したのは過去にみられなかった傾向であり,これは人為添

 加された種苗が何らかの形で漁獲資源に関一与しているものと推察される。すなわち,前年度
 放流された添加群は年内に漁獲対象と在るものは少なく,多くは越年して漁獲されているこ

 とを意味するものと思う。

 他方,これを漁獲努力から検討した。先ず,43年以降の着漁船数についてみると,表4
 のように年を追ってわずかづつ増加して香り,特に漁獲量の多かうた翌年の47年には前年
 同様の好漁を見込んで蒲漁船数は急増した。この傾向から各年の漁船1隻当りの漁獲数量C
 ・P・U・亙をみると,46年には240切/隻であったのが47年には150切/隻と減
 少した。このことば漁船とともに増加した善業刺網数に対しても同じ傾向がいえる。しかし,

 資源量の変動については漁獲操業日誌等の未整理の現在,明らかにセきないが,上記の傾向
 について各年の漁獲努力が最大のものであったと仮定すると,46年にかけて資源量の増加
 がなかっ走ために,努力量の急増した47年には逆にC・P・U・Eが減少したものと思わ

 れる.従って,45年から46年にかけては資源量は増加したが,47年にかけては殆んど
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 横ばいの資源量を維持し,前年からの増獲量は漁獲努力の増加によって補充され先ものと推
 定される。従って,囲い網育成中の減耗等をふまえた現在の放流規模下の添加資源量の中で,

 46年の240切/隻を保持するには50隻程度の善業が妥当であろうと考えられ,47年
 度には漁船数,刺網数が過増であったと推察される。
3.標識放流

 標識放流と再捕状況は表5,6,図1に示した。
 放流は1回目に養成エビ,2回目に天然エビを使った結果,再捕率は養成エピで2.9弟天
 然エビで12.3系てあっ走。書だ,最大移動距離は放流2日後の5此胴であった。成長は養成

 エビで66日間に体長6㎝が13㎝に成長した個体がいた。移動水域は直接沖合へ広がると

 いうよりも海岸線に沿って広がり,多くは放流地点周辺で再捕されて大きな移動を示さない

 という昨年度の調査結果を再確認した。昨年度は養成エビの標識放流を行なったところ,天

 然エビを使った放流の例2,3に比して回収率が低かったので,本年度は養成エビと天然エ
 ビの放流を比較した。その結果,回収率は天然エビが良かったが,両者間にはサイズの違い

 から刺網による漁獲の難易があり,本年の結果からはエビの質の問題を検討するには至らな

 かった。

 な怠,現在は放流種苗に対応した標識技術が解明されてい在いの一で,この問題は今後の放
 流効果を検討するうえの大きな課題である。

 1)クルマエビ種菌放流追跡調査鹿本試事業報告書{昭和46年度)

 2)浅海域になける培養殖漁場の開発に関する総合研究

 南西水研別枠研究成果(昭和4ア年度)

3)栽培漁業実践漁場設定調査事業報告兵庫本試(昭和45年度)

担当椎原

野村

久幸

俊文

松原中
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 表1放養種苗の育成結果

      区分
      月日第1回日第2回目第3回目第4回目
      月日V-30㎜一27山一glX-17

      放種苗数(千尾)1,230,0004,061,0004,161.0001,750,000

      体長(脇)9.O-18.86.2-13.211-20

      平均(脇)13.178.7014.93

      養体重(9)0.04-O.050.02-O.08

      平均(9)0.0280.0350.041

      月日M-13㎜一8lX-21眺一21

      放.種苗数(千尾)(170,000)2,093.O00590,862248-500

      体長(㎜)16-3616-469-3ア15-36

      平均{棚),22.5022.9620.4321.52

      流体重(9)0.01-O.400,06-1.120月2-0.470.01-0.55

      平均{9)0.100.140.140.15

      育成日数1312125

      収容密度(尾/〃デ)769836-8591,349-1.2521.094

      囲い網教..132{

 表2囲い網育成中の減耗卦よび放流推定尾数

撃

回目

第1回日

2
2
2
3

平均

合計

放亭時.
 亀数(A)
 1,2-30,O口0

1,36ア,OO0

1,349.000

1,374,000

2,158,000

 放養翌日の坪

 刈り尾数(B)

991.723

664.335

741.665

687.135

817,650

 放流時の坪

 刈り尾数(C)

327.645

455.886

349.920

305.452

 項/A・1♂
(勇)

80,6

49.フ

55,0

50,0

37,9

54.6

バ・18
(殉

49,3

61,5

50.9

 3ア、4

49.8

 C/。。18育成
期間(日)
1…r

24,5

33,8

25.5`

14,2

24.5

 ()の数字は歩留りからの本年度の網内総推定尾数
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 表3経年のくるまえぴ漁獲数量の変動
(切)

      年次1434445464ア
      1(20)54181540

      2(20)3212128

      3(20)22032197

      450429ラ2631,164

      53942774168601,875

      67487857661.5812,281

      75785746972,4782,332

      82686177716781,731

      9117429370671868

      10119480598ア67541

      118686248442315

      1243332847ア9

      計2.463。3.3824,0509,85511,451

 註)数量は出水市,名古,東町脇崎を含む

 表4各年の着漁船数,刺網数とC・P・U・E

      夏ド土1       4344454647

      漁獲数量㈱2,4623,3814.5059.85511,451

      着漁船数鶴266333541ア5

      着漁刺網数㈲1.0851,3751,5301.8663,673

      ①C・P・U・E94.ア102.5128.724口.3151.9

      ②C・P・U・E2.32.52.95.33.1

 註)①C・P・U・E…

①C・P・U・E…

 ・・船一隻当りの単位漁獲量

 …網一反当りの単位漁獲量

一744一



 表5標識放流の概況

   回目項目第1回目第2回目
   放流月日47,7.3147.8.3

   放流場所出水市菓干拓地先出水市東干拓地先

   装着尾数2.149503

   放流尾数1.918503

   放流時体長5.3～10.5㎝10.8～15.6㎝!

   (平均体長)(7.55岬)(13.35㎝)

   再補状況48.3.9現在48.3,9現在

   56尾(2.9男)62尾(12.3系)

   最大移動距離3.5肋(3日後)5此〃(2日後)

   成長例把・皿6.O→12.9CmB'皿14.6→15-5例

   B・23.09B・W37.0→40.09

   (66日間)(59日間)

   材料養成エビ天然エビ

 表6標識放流エビの再捕状況

 尾繁一致1…
1回目

2回目

1.91818

50341

2

12

30

24

6

40

1
2

50

6
1

60 70 80210 計

56

62

再捕率

23協

『2.3

 註)1回目は養成エビ・2回目は天然エビを材料にした。
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 図1一標識エビの移動,分散図

註
 ○天然エビ(S47.8.31放流)
 x養殖エビ(S47.ア.31放流)



 §トコブシ種苗の放流追跡調査w

 昭和44年度から垂水増殖センターで採苗されたトコブシ種苗を継続的に試験放流すると共に,

 これら放流貝の追跡調査を実施しているが,今年度は次記のと怠りの試験放流と,西之表市浦田
 地先では放流貝の分散,成長,歩留りについて追跡調査を行ったので,その結果を報告する。

1.放流実績

      放流場所年月日放流個数殻長㎜
      最高最小平均

      西之表市浦田47.12.205,00015.80.420.79

      〃48.4.241口O,OOO2Z39.o15.8

      中種子町〃〃10,00022,39.O15.8

      南種子町〃〃10,00022.39.o15.8

      延岡市48.5.93.50025.ア5.O16.8

      枕崎市〃5.111,00030,39.717.6

      指宿市〃5.3060025.111.318.1

      本試大島分場〃6.175,O0041.59.221.8

      笠沙町野間池〃6.191,00019.7・6.717.7

      阿久根市黒ノ浜"6.202,O0021.4ア.216.8

      長島町唐隈〃〃2,O0021.06.212.8

      串木野市羽島〃7.1250028.68.321,3

      計140,600

 放流方法;前年同様方法1こよった。

 ※放流追跡調査の結果については,別項,トコブシ増殖技術研究報告書を参照されたい。

担当山口昭宣椎原久幸

藤田征作野村俊文

高野瀬和治神野芳久
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§

 トコブシ増殖技術研究皿

 トコブシ放流追跡;藻場造成

 昭和46年度から国の指定試験総合助成事業の機根資源調査の一撰として実施中のトコブシ放

 流貝の追跡調査並びに藻場造成試験を今年からトコブシ増殖技術研究と課題名を変更して,継続

 実施した。

 放流貝の追跡調査では,主に分散,成長,回収について調査すると共に,藻場造成試験では,
 ホ1・クワラ類の生態調査と人工採苗,育苗試験や,展開についてヤッマタモクで成熟母藻を直接

 投下する方法や,育苗後海底に展開する2つの方法を試み,造林方法について試験を行った。

 I調査方法

 1.トコブシの放流過跡調査

 (1〕調査漁場西之表市浦田地先通称田ノ尻

12)調査項目

 イ.放流貝の分散

 口.〃成長

 ハ."回収

(31調査期間

 第1回昭和47年5月15日～19日

 第2回昭和4ア年8月25日～29日

 第3回昭和47年12月20日～22日

2.藻場造成試験

 (1〕実施場所

 一藻類種苗培養:本試,垂水増殖センター,桜島水族館海水池

試験漁場:肝付郡根占町二川地先

 12〕.調査,試験項目

 イ.ホンダワラ類の生態調査

 鹿児島湾に怠けるホ1/タワラ類の分布

 ホンダ'ワラ類の季節的消長

 ヤツマタモクの成熟期調査

口.藻場造成試験

 対象種:ヤツマタモクアラメ

方法

 A.直接法三成熟母藻を試験漁場に移殖投入結着し,卵,胞子の放出着生による造成

 効果を今る。
 B.間接法:のり網などに卵,胞子を採苗し,中間育成後に海底え展甲し,その生育

 による造成効果を調査する。
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皿要

 1トコブシ放流追跡調査

 (11一種子島浦田地先に昭和46年度に放流された人工程菌と成貝について,分散,成長,回
 収について追跡調査した。

 (2〕放流貝の分散は,年月の経過と共に次第に拡散する傾向がみられ,放流後13ケ月目で

 は,稚貝,成貝共に放流地点を中心に半径50mの範囲で分散し,中でも稚貝ば,放流地

 点を中心に半径20mの範囲に75系がとどまり,しかも水深2.5～4.7mの比較的浅い

 声よりに蝟集する傾向がみられた。また,成貝については,稚貝に比較し,さらに分散範

 囲が狭く,しかも稚貝どは反対方向の深部への移動がみられた。

 (31放流貝の成長は,放流時期,貝の大きさ,その他,放流漁場の壌境の特性によりて差異

 を生ずるが,ふ化後アケ月で放流した平均殻長1.52C伽の成長をみると,4ケ月で平均殻

 長2.8例,8ヶ月で3.5C㎜,13ケ月で4,6例,16ケ月で50.7c㎜と浸り,放流時の

 3.3倍に成長する。

 また,人工採苗貝をぶ化後3ケ月で放流したものは,6ケ月目には平均殻長5.2om,ま

 た,ふ化後7ケ月で放流したものは,3ケ月遅れて15ケ月目で5.比例となり,この時点

 で何れも県の一調整規則で定められた漁獲の制限殻長を越し,漁獲の対象になりうることが

 判った。

 ω回収された貝の放流時の殻長組成をみると1.3と2.1㎝にモードがあり,放流時の貝の

 平均殻長が1.52例であるのにくらぺより大型の貝が多く採捕されている。ふ化後3ケ月
 で放流した貝の12ケ月間の回収率が1,3箔,ふ化後7ケ月で放流した貝の20ケ月間の

 回収率がll%,また,成貝に標識放流したものの20ケ月間に怠ける回収率は,人工種

 苗で28.3系,天然もので24.8第,権貝に比較して倍以上の実質回収がなされ走。

 また,人工種苗の放流効果を把握するため生残率を試算し,55.9第(放流後13ケ月

 目)の歩留りが推定された。

2.藻場造成試験

 ω前年度から継続して,根占町二j11地先に試験漁場を設定し,ヤツマタモク,アラメにつ

 いて藻場造成試験を実施した。

 12、.直接法として成熟母藻投入法は,アラメてば,生育を認め安かったが,ヤツマタモクて

 ば2ケ月後に部分的濃密着生(集長6卿)を認めた。しかし,着生量は次第に減少し,5

 ケ月後の11月上句には,集長15卿となりその後消失した。

 制間接法としての種苗の人工的中間育成による造成法は,海底展開後3ケ月には,殆んど

 消失し,不成功に終ウた。

 了ラメでは,種苗サイズ別に。.3cm,1～8cm・10～30伽,、30～50c㎜の4通り
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 を5回実施したが,いずれも早くて15日で消失,遅いもので1ケ月後に生残率30第で,

 種苗サイズに」;る差はなかった。

 ヤツマタモクは中間育成の段階で食害にあい,展開種苗をえられなかgたが,天然での

 新芽を座ごと移殖する方法てば1ケ月後にはほぼ消失した。

 (4〕これら不成功の主因は,底棲動物による食害によるものと考察し'今後の対策について

 検討した。

 15)鹿児島湾に怠けるホンダワラ類の分布,季節的消長,成熟時期について知見をえた。

 な怠,本調査は1国費助成による指定試験事業のアワビ増殖技術研究の一環として実施
 されたもので,調査の詳細は,下記報告書別冊で報告ずみであるので参照され九い。

 昭和47年度アワビ増殖技術研究(トコプシ放流追跡:藻場造成)

担当瀬戸口勇山口昭宣

新村巖椎原久幸

藤田征作塩満捷夫

野村俊文高野瀬和治

 鈴・本源士

(鹿児島大学水産学部学生)
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 §クロアワビ種苗放流.lV

 アワビ資源の維持増殖をはかる一策として,当増殖センタニの二今年度人工採苗貝を下記のと怠
 り試験放流したので,その概況を報告する。

 柵碑明後の干腎は・実竿㌣㌣た。

1.放流実績

      放流場所年月日放流個数殻長脇
      最高最小平均

      延岡市48.5.91月0023」〕6.714.6

      庄多町〃5.1050,00016.87.313.4

      枕崎市〃5.1-1'一32,0口016.24.110.4

      里村"5.2333,80026.13.011.7

      上甑村浦内〃〃32,40026.13.011.ア

      指宿市〃5.308.10016.39.416.9

      阿久根市西目〃〃11,50014.o4.011.1

      〃年ノ浜〃〃8,50口14.3ア、110.8

      本試大島分場,一}ジ6.171,00025.713.718,0
      笠沙町片浦〃6.1912,00022.14.312.6

      〃野間池〃〃12.O0022.14.312.6

      阿久根市黒之浜〃6.2012.40025.713.718.0

      東町田尻〃〃12.O0026.36.516.9

      長島町唐隈〃〃12.O002る.36.516.9

      串木野市〃7.121,20023.25.913.3

      L一

      計240.O00

 放流方法;前年同様方法で実施した。

担当山口昭宣

高野瀬和治

藤田征作

神野芳久
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 §陸上水糖によるイジ'ダイ親魚養成試験

 今年慶から採卵用のイシダイ親魚養成を始めることにしたが,当増殖セーンター地先は海上空賛
 を設置する立地条件に好適でない.このため陸上コンクリートタンクによる周年養成を試みるこ
 とにした。

 I材料および方法

1..水槽一緒盗二'
 水槽は5xgx2.5mのコンクリート水槽て2面を使用し,1面はコンクリート底た走き

 水竿㍗の1面は底面上にフロック・メノコ・ネ小砂を順・に率いた二重底水槽とした。
 広九たき水槽は流水式,二重底は循環流水式で両水槽とも200～400"/日の注水量で
 ある。

2.親魚

 底たたき水槽の親魚は,川辺郡笠沙町地先の定置網で捕獲された天然もので平均体重2切

 1雌22尾,雄11尾であった。収容日ぱ4月21日である。二重底水槽の親魚は出水郡東

 町で養殖された1～3年もので平均体重O.5ア畑,総体重74此gであり・収容ぱ4月1日と

 5月1.2日の2回にわたって行った。危急,輸送は活魚槽で酸素を通気しながら行った。
3.餌料

 両水槽ともタイ用ペレット(オリエンタル艀母KK製)・漁獲物廃棄処分の雑魚・赤エビ

 頭部・フタホシイシガニが木部分で時々ウニを投与した。投餌は朝,タの2回にした。
4.水質

 水温,PH,N02-Nをチェックし,底掃除を適宜に行った。

 皿結果と考察

 水槽構造については底た九き水槽は掃除が容易という一長所はあったが,底の汚れが二重底に

 比較して早いため掃除回数を多くする必要がある。二重底水槽は敷いてある砂によって好気性

 硝化バクテリアの繁殖を促すという利点はあったが,掃除の際砂も一緒に水槽外に運び出され,

 減った砂量分をその都度搬入する巧要があるということと,無自身の遊泳行動で砂が動か亭れ
 ネットが露出して二重底の意味をなさずそこから残飯,排泄物が洩れたりして砂層下の底面上

 にヘドロが蓄積されたことから,底面はたたきの方が有利だと思われる。

 餌料については天然ものの方は生餌に強い嗜好性を示し,ペレットに弱い嗜好性を示した。

 特にウニ,エビ頭部,カニに対しては摂餌旺盛で,ついで雑魚,ペレットの傾向を示した。投

 餌率は生餌に換算して5～10系で,それ以上は摂餌が鈍化した。な捨収容当時より1ケ月位

 は上記餌料に全く関心を示さず無摂餌の状態であった。これは漁獲後1週間しか海上生質に収

 容されていず,そのうえコ1/クリート水槽という閉鎖的襲境に適応できなかったことによると

 推察される。以後,少しずつ摂餌行動を呈するようになった。養殖ものの方は既に餌料に劇1れ
 ていることもあうて,生餌にもペレットにも旺盛な摂餌行動を示したが,投餌率はやはりlO
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 完の域を脱し在がつ九。これは1～3年もの混養,怠よび飼育環境の変化にもよると思われた。
 水質については両水槽の水温,P亘をそれぞれ図1,図2に示してある。N02-Nに関し
 ては底たたき水槽は0,001～口.035PPMを示し,二重底水槽は0,001～0.O08PPM

 を示し,上記測定項目だけに限れば特に著しい悪変ばみられなかった。

 疾病について天然ものは外海で成長した多年魚で低抗力も十分あったためか収容当初摂餌し

 なかうたにもかかわらず若千の擦れが現れた程度である。それはサルファ剤投与により重もな

 く治癒した。そのほか養殖ものに出現したような類結節症はみられなかった。

 養殖ものてば7月上旬に遊泳緩慢な個体が観察されて3日間位で全個体に伝揮し・1週間後

 には全滅した。罹病個体は外見上角膜の白濁,体色の鶴化を示した。野剖所見下亨率結節症r
 みられるように,肝臓,心臓凌どの内臓諸器官に径1脇程度の灰白色斑点が観察された。対策

 としてスルフ7モノメトキシンを処方となり投薬したが,処理時期が遅きに失し先ためか,同
 一水槽のものが全滅という憂目にあ箏た。

 以上により親魚養成はコンクリ∵トタンク(底たたき)でも周年養成可能といえるけれども,

 管理の面で2週間に1回位の割で掃除を必要とすることを考えなければ海上主賓養成より若干

 の労苦を伴うことは否めない。

 最後に上記底たたき水槽で養成した親魚からは昭和48年5月中句以降自然放卵による採卵

 ができ走。

担当高野瀬和治
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第1図 日別水温変化

 二重底水≡槽

 底たたき1水槽



第2図  日月一」PH変イビ

二重底水1槽

 底たたき1水槽



 §魚類放流技術開発調査日

 本調査は,瀬戸内海栽培漁業協会の種菌配付に基き,有用資源の栽培振興を目的とした基礎調

 査を実施するものである。調査は葡年度から始まり,同協会の関係14府県の聞で,カサゴ,カ

 レイ,マダイ,ガザミを対象魚種として,各魚種ごとにプロジェクト'チームを編成し,本県は愛

 媛,大分,宮崎と4県でカサゴについて調査をすすめている。

 こ杓重での結果として,初年度は県下の漁業実態と成魚の生態的形態的特徴なよぴ北薩海域の

 長島海峡を中心にしたクサゴ漁場の撰境特性を把握することができた。特に阿久根市黒之浜,東
 町の実態調査からカサゴが極めて有用な魚種として操業され,他の地先型漁業のうちで最も安定

 した漁業を営んで怠り,栽培魚種として有望な魚種であることがわかった。
 本年度は,黒之浜を拠点とした季節的な漁場の利用と漁獲状況や成魚の自然生態を中心に調査

 を行なった。重た,種苗の中間育成技術の開発も行なうなかで.陸上水槽内の穐1任期生態の変遷

 を知ることによって適正放流サイズを検討するうえの手がかりを得た。しかし,年令査定,稚魚標
 識技術の問題,種苗の育成技術の開発など究明せねば在らぬ問題が残されている。

 内容の詳細は下記報告書(1)て報告ずみであり,童た,カサゴ斑で報告書(皿)を編集中で
 あるので参照願いたい。

1)昭和47年度鹿本試魚類放流技術開発調査報告書

 皿)昭和4ア年度カサゴ放流技術開発研究会魚類放流技術開発調査報告(カサゴ)

担当権原久幸
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